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T九β肋γわJβ凡祝彿におけるアルカディア的瞬間

小 田 敦 子

要旨 丁九g肋刷g凡祝彿はホーソンがローマで見た,青年の姿をした大理石の牧神像から発

想された.この像は人間の中に潜む動物性の謎,人間に潜在する自然生命から,生命の本当

の姿を考えるヒントをホーソンに与えた.牧神像は自然と人間との調和であるアルカディア

を瞬間として捉え,それを大理石に永続化したものと説明されるとき,それはホーソンの書

くロマンスT九g肋γわJg凡似れを語ったに等しい.牧神像がロマンス的な想像力をよく表現し

うることを彼は発見した.T九g肋γわJgFα祝彿は膨大な量のローマの観光案内書とも｢アダム

の堕落｣の寓話ともみえる作品である.しかし,ホーソンが牧神像にみてとった観念を作品

全体に重ねあわせてみると,それは人間にとって本当の生命とは何であるかを言葉によって

造型していく過程であることがわかる.ロマンスの特徴である日常感覚を越えた｢中間地帯｣

はアルカディア的な瞬間として彫刻の比喩で表現される.そのような瞬間が三度設けられて

いるのは,この作品が大理石像が完成するまでの三段階にのっとっているためと考えられる.

その三段階が生と死から再生という過程に喩えられるよう,T九g肋γわJβ凡視れはアルカディ

ア的生命を,死の運命を生に変換しようとする想像力として捉えようとする試みである.こ

の想像力は神との関わりをもたないという意味で人間的な想像力であり,それがホーソン自

身の芸術観の基盤でもあることを明らかにする.

Ⅰ
(1)

TheMarbleFbun;OrTheRomanceqfMonteBeni(1860)はHawthorneが完成した四つの

長篇の最後のものである.前三作を1850年から52年の間に出版した後,ホーソンはイギリス

領事の職につく.領事を辞任後イタリアに滞在したときの体験をもとに,この作品は長篇で

ははじめて外国を舞台にして書かれた.しかし,その体験を小説にする方法は,最初の長篇

丁九gScαγJg‖二g抽γから一貫して｢ロマンス作家｣のものである.

T九gル払γ抽几祝仰の発想の核心にはその題名が示す通り,ホーソンがローマのカピトリー

ヌ博物館で見た古代ギリシアの彫刻家Praxitelesの牧神像がある.この像は牧神とはいうも

のの,僅かに尖った耳以外は青年の立像と変わるところがなかった.動物性の謎を秘めて人

間の姿をした牧神像をうんだプラクシテレスの想像力について,T九g肋γわJgFα視れの語り手

である作家ホーソンは以下のように述べる.

･･･in a word,a SCulptor and a poet too-COuld have first dreamed of a Faunin this

guiset and then have succeededinimPrisoning the sportive and fyis砂thing,in marble･

Neithermannoranimal,andyetnomonster,butabeinginwhombothracesmeet,OnjyiendLy

ground!Theideagrowscoarse,aSWehandleit,andhardensinourgrasp.(MF,p.10)

まず,人間と動物との間にあって両者の性質が理想的に融合した生き物に,ホーソンは人間

の生命の原型である,自然と人間とが調和するアルカディア的生命の愉悦を認める.それか
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ら,｢陽気なはしゃぎ好きを大理石に閉じこめる｣という表現が暗示するのは,そのアルカ

ディア的生命の瞬間性である.自然生命の無垢な喜びが一瞬後には動物の怒りに,或いは暴

力的な力に変わりうることを,生の愉悦が死をひき起す力に変わりうることをこの表現は暗

示している.アルカディアはただの野性ではなく,自然生命の人間化に調和がうまれる幸福

な瞬間であることが,この像から読みとれる.

パストラルの伝統においては,最初rvirgi1がアルカディアを発見した｣とき;2)それは
人間の生命を脅かす不協和な現実が想像させた対極の世界,死すべき人間の思い描く永生の

夢になった.以来,アルカディアは夢と現実或いは生と死の｢両義性｣をひめた表現として

存在する.ホーソンが認めたアルカディアの瞬間性は,その両義性と分ち難くつながってい

る.アルカディア的生を生きさせるのもそれを消すのも,いつ現われるかわからない生命に

固有の死が原因するという認識が,アルカディアの両義性と瞬間性にはある.

プラクシテレスの想像力として呈示された以上の観念は,実はむしろそう読みとったホー

ソン自身の想像力が捉える生命の形を現わすものだ.大理石像を実際に作中に登場させる際,

ホーソンは肋fgわ0ぬにあるこの像の記述を敷街して,彼の小説の特徴である｢ロマンス｣

的な想像力として説明し直している.つまり,大理石像を使うと,ホーソンのロマンスが捉

えようとする"genuinelife"(303)がよく表現できることを発見したのだ.前出の引用は次

にあげるTheScarletLetterの序文"TheCustom-House"からの引用との類似が明らかである.

Thus･therefore,thefloorofourfamiliarroomhasbecomeaneutralterYito7y,SOmeu,herebe一

触gれ伽作αJ棚0γJdα彿d地力五ゆ-加dルんg柁〃㍑Ac血αJα抑d伽J肋αg上れαり刑叩刑βe亡,and

eachimbueitselfwiththenatureoftheother.Ghostsmightenterhere,Withoutaffright-
(5)

ingus.(SL,p.36)

ロマンスは,"aCtual''な実体から成る現実を再現することが基本であるノヴェルと違って,

現実ともお伽の国ともつかない,現実と想像とがいりまじる｢中間地帯｣を描く小説である.

昼間見慣れた部屋が月の光に照らしだされる光景が象徴するように,見慣れたものが日常感

覚で捉えうる実体を失って,知性によって認識されねばならない｢見知らぬ遠いもの｣(S⊥,

P･35)になる･結局｢中間地帯｣が問題にするのは,｢物理的な場所というよりは心の状態｣

である三6)感覚と知性,肉体と精神が二分されるのではなく,その境界が暖昧になるところに
｢中間地帯｣はある･それは肉体とも精神ともつかない思い,生命の深い感覚に通じる意識,

しばしば無意識の領域にふれる意識といえよう.ホーソンがプラクシテレスの像に想像した

のも,日常感覚には隠れている人間と動物が出会う自然生命の領域である.像の表わす観念

を手で把もうとするとその本質が失われ硬くなってしまうというのも,それが表層意識にと

っては｢見知らぬ遠い｣無意識にふれるものであることを示唆する.
また,瞬間性ということについても,ロマンスの属性として考えられている.同じく

"TheCustom-House"の中でなぜノヴェルを書かないかを弁明する際,ホーソンはノヴェル

の定義として,日常生活を本に喩えてみる.次の引用の中の"book‖が実際に善かれたもの

であるなら,それは最良のノヴェルになる.

A better book thanIshallever write was there;1eaf afterleaf presentingitselfto me,
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just asitu,aSWritten out妙the7mli抄qftheflittinghour,and vanishingasjbstaswritEen,

Only because my brain
wantedtheinsightand my hand thecunningtotranscribeit.(S⊥,

p.37)

ノヴェルが実現すべきものは｢飛び去りゆく時間がもつ現実性｣である.それに対して,ホ

ーソンがよく使う言葉は書かれるが早いか消えていく｢瞬間｣であり,Tんβ肋わJgFα㍑乃で
も"flittingmoment',(312,435)をはじめ｢瞬間｣という言葉が繰り返し現われる.同じ死

に向って消えていく短い時間にしても,"hour''と"moment"では語感が違い,ホーソンは

意識的に使い分けている.ノヴェルの"theflittinghour"には｢光を通さない物質｣(SI,,37)

や手応えのある実体から成る,ある程度強固な日常世界を対象にしている意識の反映がある.

無意識の領域を扱うにしても,堅固な世界から出発するノヴェルの場合,その存在は客観的

に保証され認識可能なものになりうる.しかし,ロマンスの"theflittingmoment''は存在そ

のものが疑われていることを表わす.｢見知らぬ遠いもの｣であるために認識されないまま,

形を変え消えていくものとして無意識は捉えられる.ロマンスは‥therealityoftheflitting

moment,,を,つまり,確たる存在感に欠けたいわば非現実の現実性の認識をめざす.

それ故,無意識にある生死の両義性と瞬間性を大理石に閉じこめえた大理石像は,ホーソ

ンのロマンス的想像力が捉える生命の理想を象徴するものになる.大理石像が内包する瞬間

を永続化するという観念は,ホーソンの"therealityoftheflittingmoment"を認知するとい

う創作意識そのものである.さらに,認知するだけでなく文字通り｢永続化する｣,認識さ

れないまま消える運命にある瞬間を永遠に残すものと考えるならば,大理石像は非常に挑戟

的な作家の想像力を表現しうるものといえよう.

実際,瞬間の永続化として大理石像を考えていたことは,牧神像と並べて導入される『瀕

死のガリア人』の像の記述からもわかる.牧神が生の喜びを表わすのに対し,これは死を目

前にしたr飛び去ってゆく瞬間｣(摘の苦悶を,高貴な生の姿として｢永遠の静止状態｣(1釧こお

いたものだ.およそ正反対のようであるが,この二つの像は共に生死の交錯する根源的状況

の中で捉えられた偽りのない生の姿"genuinelife'tを示している点では共通している.しか

し,ホーソンが前者の喜びによりひかれるのは,苦痛と悲哀に満ちた世界では,生の喜びの

瞬間を永続化する試みが,より積極的に挑戦の姿勢を示すと考えられるからだ.

ホーソンが大理石像の内包する瞬間と永遠の共存に関心をもつのは,石の国ヨーロッパ特

にこの作品の舞台となった｢永遠の都ローマ｣から受けた印象があるだろう.T九g〟αγ抽
(7)

Fbunという題の他に"MarbleandLife"という題も考えられていた.それは題としては平

板だが,直裁に作中における生の象徴としての大理石の役割を示している."TheMarble

Faun"という題に結晶化する芸術衝動をはじめ,人間の生の姿をホーソンは大理石の中に見

た.大理石は彫刻としてだけでなく,建築物や廃虚にも使われている.それらは全て自然石

のままではなく人工的なものであり,キリスト教以前のローマ,エトルリアの時代からの時

の流れと石の文明を象徴する｢兵どもが夢の跡｣であるのだ.それはたとえば第一章の次の

ような文に明らかだ.

Side by side with the massiveness of the Roman Past,allmatters,that we handle or

dreamof,nOW-a-days,lookevanescentandvisionaryalike.(MF,p.6)
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ロマンスの舞台としてのローマにホーソンが求めるのは,｢ずっしりとしたローマの過去の

巨塊｣と｢夢のようにはかない｣現在との村比である.そして,その過去とは現在の永続化

を願った跡に他ならないのだが,その願いとは別の実体を獲得している.

T九e几欠け仇kJl細川の序文で作者は｢ロマンスと詩,蔦と苔とアラセイトウが育つには廃虚

が必要だ｣(3)と述べた.作中ではNewEnglandの新しい木の家と対照的な古い町並について,

｢ある民族の生活が詩人の想像力や画家の目に魅惑的になる時,その民族は衰退と滅亡に向

いつつある｣(296)と書く.ホーソンの｢詩人｣が壊れたものや崩れかけたものにひかれるの

は,そうなって初めて最初の完全な姿が意識されてくるからだ.四五世紀前に芸術が栄えた

古い町の教会のフレスコ画について,.ホーソンは以下のような感想をもつ.

Glowingon the churchTWa11s,they might belooked upon as symboIs of theliving spirit

thatmadeCatholicism atrue religion,and thatglo吋寺editaslongasitretained agenuine

Jゆ;(〟F,p.303)

ここにはピューリタンの子孫であるホーソンのカソリックに対する微妙な留保が反映してい

るにしても,宗教にしろ芸術にしろ,あらゆる人間の営みを｢本当の生命｣との関連におい

て捉えるという姿勢はT九e肋γわJg凡祝れの作者に一貫している.ホーソンが直面しているの

は｢本当の生命｣を持ち続けることのできない世界である.生命の永続を期して作られたも

のが時とともに害虫や悪事の棲処となり,死臭に染まり腐敗し崩壊していく跡を示す膨大な

石造物.T九g肋γわJβ凡ルれでは全てのものが移ろい易さつまり喪失の,そしてその究極にあ

る死の表現として呈示される.

キリス･ト数社会における喪失のテーマは楽園喪失に起源を発する.人間は永生の楽園を追

放され,喜びは続かず労苦と悲哀と死が運命になった時間的な存在である.この根本的な生

の条件を受けて,"tranSitorylife"(223)を生きる人間は大理石に永生を期した.ホーソンは

大理石にこの生の条件と葛藤する人間のドラマを見る.しかし,廃虚が示すのは,結局そこ

に永続するのは.｢束の間の生｣を免れない人間の運命の方であるということだ.運命が石の

感触で意識されていることは,"SuChsolid,StOnySubstancethattherecanbenoescapeout

ofitsdungeon"(82)や"burdenofstonymemories"(119)などの表現にみられる.
しかし,ホーソンが作中に喪失の運命を象徴する大理石を呈示することには,失われた｢本

当の生命｣への関心が潜在している.それ放そのような大理石に対して芸術となりうる大理

石が存在するのだ.プラクシテレスの牧神像は彫刻家の夢或は追憶の産物であるという.つ

まり創作の始まりは,｢本当の生命｣のない或はそれを喪失した今の彫刻家の生を意識する

ことにある.そして,運命を認識した上で運命を越える表現として,｢本当の生命｣の｢瞬間｣

を捉えようとする.そのような表現を獲得したものに,ホーソンは永続する｢芸術｣を認める.

T九gルbγ抽F肋彿は,プラクシテレスの牧神像に表現されたホーソンのロマンスの理想を,

言葉によって造型しようとする.

Ⅱ

ホーソンの作品に共通す.る技法として,｢スポットライトで照し出されたような場面｣,ロ
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マンスの中間地帯が生命意識の真の姿を啓示する場面を中心に,物語が展開するということ

がある.7侮り血γ抽飽祉抑では,それは日常を越えてアルカディア的な生死の交錯があらわ

になる三つの場面にあたる.それらは何れも彫刻の比喩で瞬間として語られる.アルカディ

アを生きる人物は,プラクシテレスの牧神像に似たローマ近郊のモンテ･ペニの伯爵

Donatelloと,BeatriceCenciとの類似が暗示されるユダヤ系の血をひくヨーロッパ人

Miriam.前者は無垢な自然生命を体現し,後者は近親相姦と父親殺しの罪への関わりが暗

示される暗い運命をひきずっている.彼女自身の無実は繰り返し言われるが,その罪の行為

者であるらしい男がカプチン修道僧に身をやつし,その罪を盾にとって彼女をつけ回し迫害

する.修道僧は彼女を死へと圧迫する運命として存在する.一見正反対とみえるドナテロと

ミリアムを結びつけるところに,運命を認識しそれを越える本当の生命を模索する作者の問

題意識が現われている.以下,三つのアルカディア的瞬間を順にみていく.

第一のアルカディア的瞬間は,ドナテロとミリアムがボルゲーゼ公園で牧神とニンフのよ

うに森の踊りを楽しむ場にある.ミリアムは修道僧に会う約束の時間の前に｢この一時間だ

けはドナテロが想像している通りの幸福なニンフになろう｣(82)とする.彼女を世界から孤

立させる運命が石の牢獄に喩えられるのに対して,精神の"etherealquality"(82)と呼ばれ

るものがドナテロの生の喜びによって引き出される.｢天空の精気のような質｣とは死すべ

き人間がアルカディアを発見した想像力,現実の運命の壁を破り本当の生を取り戻そうとす

る想像力,と言い換えることができよう.この想像力の産物である森の踊りは以下のように,

アルカディアへの連想によって,そして彫刻の比喩で捉えられる.

…theyseemed bom to be坤Ortivejbrever,and endowed withetemalmirtゆtlnessinsteadof

anydeeperjoy.ItwasaglimpsefarbackwardintoArcadianlifb,Or,farthersti11,intothe

GoldenAge,beforemankindwasburthenedwith sinandsorrow,andbeforepleasurehad

been darkened with those shadows that bringitinto highrelief,and makeit HapplneSS.

(几肝,p.84)

Each varyingmovementhad agracewhichmighthave beenworthPuttingintomarble,for

thelongdelightofdaysto come,butvanishedwith them川Ientthatgaveitbirth,and was

互わcβdノね研削g刑0り妙αれ0伽γ.(〟F,p.85)

｢永遠に楽しむために生れたようにみえた｣｢より深い喜びの代わりに永遠の笑いさざめき｣

そして｢アルカディア,罪や悲しみの影に翳る前の黄金時代｣等の表現は,永遠の楽園と現

在の束の間の楽園との差を指摘する.T九g肋γわヱg拘祝彿が描くアルカディアは｢より深い喜

び｣｢高い慰め｣｢幸福｣となった瞬間としてのそれである.その消え易さが｢大理石にする

価値がある｣と言わせる.しかし,この言葉は仮定的に,つまり現実から見れば否定として

言われており,彫刻の比喩が強調するのは,瞬間に踊りを消していく運命の方である.さら

に,二人の踊りの場へやってくる楽団は,石棺にほどこされた彫刻の祭りの行列に比べられ

る.｢墓に花をまく｣(428)ように,死の現実を石棺の彫刻は生の賑わいで覆い隠そうとする.

彫刻は人間が死の運命に抗する試みの片鱗を見せるのだが,ここではそれをはかない幻想と

思わせる運命の現実性の方が勝る.

しかし,否定的な暗示の形ではあるが｢大理石にする価値がある｣という見方を,作者自
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身はこの場面に対して持っている.アルカディア的な場が三つあると先に述べたが,なぜ三

つ設けられているかは,大理石像が完成するまでの三段階を示すThorvaldsenの三重の類

比に因る.即ち,｢土の塑像一生命,石膏の塑型一死,大理石彫刻一再生｣(380)という三

段階が,ドナテロとミリアムの物語に重ねられている.この三段階については彫刻家のスタ

ジオを措いたもっと早い章でも言及されている.ホーソンは一つの完成像が内包する生と死

をへて再生に至るというダイナミックな動きに興味を持ったのであろう.そこに,人間の生

と死の意識がアルカディアに向って動く姿を,死の運命に鍛えられる想像力つまり本当の生

命の姿を見た.大理石像完成への段階で生が死に鍛えられるように,土の塑像にあたる第一

の瞬間の中でも生が運命に試されている.

そして,｢石膏の塑型一死｣にあたる第二の瞬間は,人間の生命が必然的に含む死が前面

にでる･古代ローマの処刑場であった断崖の上で,ミリアムは彼女に迫り来る修道僧の｢言

葉にできない悪｣(171)を激しく恐れる気持ちが極限に達した冷たい絶望感に浸されていく.

絶望から心神喪失の状態に陥ったミリアムは,修道僧を崖からつき落とそうとするドナテロ

に無意識のうちに黙諾を与える.それは,生命の抑圧者に対してドナテロの自然生命がひめ

る｢動物の怒り｣(90)とミリアムの生の限界への絶望に根ざした｢天空の精気のような質｣

が共感し一致する,｢本当の生命｣が完全に実現した瞬間である.ドナテロのパッション(情熱)

とミリアムのパッション(受苦～9)とが合一した修道僧殺害の行為は,｢結婚の杵より密接であ
った｣(174)という.彼らを結ぶものはあらゆる意味でエロスの愛である.アルカディアを志

向する想像力は生存本能に基づいた,死への絶望から生れ本来の生を取り戻そうとするダイ

ナミックな意識であることが示される.

しかし,この瞬間を彫刻にする際,作者はそれを,彼らの無意識としてではなく,殺人行

為,犯罪行為として目撃するHilda(ミリアムの友人)の視点から描く.

Poor Hilda hadlookedintothe
courtyard,and sawthewholequick passageofadeed,

W九ic九わ0たわ祝f〃旭川〃わ〃肌eわgmγgifざ吋i彿伽efg川αJα血刑αれf.(〃F,p.171)

日常を越えた無意識の領域では｢本当の生命｣の実現であるものも,日常現実の視点からみ

れば犯罪にすぎない･罪と死を刻んだ大理石像は運命の相貌をおびて"burdenofstony

memories"として残る.この瞬間の生命の消え易さは,ヒルダのみならず当事者たちにとっ

ても,特に死の観念にとりつかれ牧神の陽気さを失うドナテロに顕著なように,その意味が

認識されなくなるところにある.ミリアムはその瞬間に孤独な意識から抜け出しドナテロと

一体になって,二人だけの法が支配する世界で圧倒的な自由を得ている.しかし他方では,

それらは｢彼らの運命の最初の瞬間｣(176)だけであると説明される.

For,guilthasitsmomentqfrqpture,tOO.The foremostresultofa brokenlawiseveran

ecstaticsenseoffreedom･Andthusthereexhaledupward(outoftheirdarksympathy,at

thebaseofwhichlayahumancoゆSe)a bliss,Oraninsanib,,u,hichtheunha肋･Pairim-

aginedtobeu,ell-u,OrththesleePyinnocencethatwasforeverlosttothem.(〟F,p.176)

彼らには｢法悦的な自由感｣は｢眠くなるような無垢｣に勝るという思いがある.それは第
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一の瞬間についての言葉でいえば,｢永遠の笑いさざめき｣の代わりに,生死の両義性をひ

めたアルカディアを｢深い喜び｣とすることと同じ思いだ.しかし作者はそれに対して,｢罪｣

や｢狂気｣や｢不幸な男女の想像｣という現実的意識を,そして何よりも｢人間の死体｣と

いう即物的な言葉が示す圧倒的な死の現実を,彼らの生を脅かす運命として呈示する.第二

の瞬間は第一のそれ以上に,生が死の運命に試されている.

第三の瞬間はクライマックスのカーニバルの場にある.ドナテロとミリアムはカーニバル

のためにと,田園の農夫と娘の仮装でKenyon(彼らとヒルダの友人)の前に現われるが,

それは彼らの逮捕を予想して身をやつす姿でもある.ドナテロは元の牧神の陽気さを取り戻

しており,彼らの仮装は最初の森の踊りの時と同じくアルカディアの生活を連想させる.最

初と違う点は,ドナテロの陽気さに｢深い共感と真剣な思い｣(434)が混ったことで,それが

彼に｢その瞬間が非常に短いと感じているから,見ての通り思いきって楽しくする気になっ

た｣(428)とアルカディアの両義性を語らせる.ミリアムの｢発作的な笑いさざめき｣｢ヒステ

リックな陽気さ｣(429)はあと一日で彼ら二人のアルカディアを終らせる｢不可避のゴール｣

(435)がやって来ること,つまり,ドナテロの死を覚悟していることを暗示する.その上で

ミリアムは,この｢束の間の奇妙な幸福｣(428)が｢アダムによって失われた私たちの生得権

が与えるよりも高く輝かしく深い幸福｣(434)であると言う.無垢即ち無知のまま永遠の楽園

にいるよりも,罪や悲しみであっても知ることを選び死に至る束の間の幸福を選んだという

人間の生の条件が,悔悟としてではなく全ての出発点として確認されている.第一,第二の

瞬間で示されたミリアム的な想像力がドナテロにも認識されることで,確証を与えられてい

るのだ.

この場は直接彫刻の比喩で語られることはない.しかし,ドナテロとミリアムが土中から

掘り出した大理石のヴィーナス像の断片が,この場を予兆するものとして,ホーソンが創る

牧神像の完成を暗示している.ヴィーナス像がもつ美の思想が｢目にではなくとも心には完

全な全体像｣(423)を結ばせる.そのように,第三の瞬間も｢目には｣運命に試されつぶされ

ていくようにみえる.ドナテロとミリアムは二人だけでいる時は｢彼らの生の旅路にある路

傍の楽園｣(435)で,無意識の瞬間の幸福を享受していることが暗示されはするが,作者はカ

ーニバルをそれ本来の非日常空間として楽しむ二人のものとしては描かない.それは,事件
に巻きこまれて失踪したヒルダを心配する余り,ローマの堕落と腐敗そして死に敏感になっ

たケニヨンの視点で語られる.｢昔の素朴な本物の浮かれ騒ぎ｣を失い｢半ば意識的な努力｣

(437)となった疲弊した姿をみせるカーニバルの中で,二人の時間を遭ってヒルダの行方を

尋ねるケニヨンに,｢カーニバルにだって聖なる時間("sacredhour'')があるかもしれない｣

(448)とミリアムは言う.彼女の言葉は,全てを死に向けて消していく運命に取り巻かれな

がらも,本当の生命から湧きあがる本物の浮かれ騒ぎを生きている人間の存在を示唆する.

アルカディア的生を生きる人間が知っている絶望の故に,ミリアムにはそしてドナテロには,

｢陽気さと悲しみが共に溶けあった言葉にできない悲哀｣(428)があるのだ.T九gル払γ地

声肌用は｢目にではなくとも心には｣運命に対する絶望からうまれた｢聖なる時間｣の像を

結ばせる.

The肋rbleFbunの初版の題=TheTransformation''は｢パントマイムのハーレクインを予

想させる｣とホーソンは書いている.確かにこの作品は｢変容｣に満ちている.前述の瞬間
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はみな現実のものと想像上のものに変容が起こることで成立しているのだから.ホーソンは

恐らくドナテロが｢パントマイムのハーレクイン｣とみなされることを危惧した.修道僧殺

害の直後の辛が"Faun'sTransformation''と題されるところから,全く無垢な動物であった

ドナテロが罪によって人間的になる,つまり,キリスト教化されて成長を遂げるという変化

と理解されることを避けようとした.ミリアムが言うように,ドナテロは｢変わったけれど

ももっと深い意味では同じ｣(434)なのだ.｢もっと深い意味では｣とは無意識の領域におい

てはということだが,無意識にふれる瞬間を捉えた三つの場の生･死･再生という連関は変

化ではなく,同じ本当の生命がもつ両義性を繰り返している.同じものの違う面を強調しな

がら繰り返し,それを再生への比喩に重ねることで,生命が無意識のうちで死を生に変換し

ようとする想像力であることを確認しようとするのだ.

再生という言葉はキリスト教的意味あいが強いが,ホーソンはそれを死すべき運命にある

人間の次元でのみ考えている.人間の死後のことではなく,生と死という人間に与えられた

条件が現在にとらせる本当の生命の形を示すのに使っている.また,ドナテロが｢アダムの

堕落の話を繰り返した｣(434)というのも,ホーソンのいう再生の基盤になる生の条件が認識

されたという意味でしかない.それが｢幸運な堕落｣であるために必要な神の存在はこの作

品では考えられていない.ホーソンはあくまで人間的な視点と次元で作品世界を構築する.

Ⅱ

T九g肋γわJg飽祝仰の三つの瞬間は何れも現実的な意識とそれを越えようとする想像力を混

交するところにロマンスの中間地帯をつくり出し,そこに無意識の世界の現実性を浮かびあ

がらせた.それは｢目にではなくとも心には｣という陰画的な表現法であった.陰画的な表

現になるのは,中間地帯にはある沈黙の間が含まれているためである.ミリアムの｢カーニ

バルにだって聖なる時間があるかもしれない｣という言葉はその沈黙の間を指摘している.

無意識の瞬間は,生きられている時には言葉になる必要もなく,存在していた.しかし,そ

れを語る言葉は意識に帰った時,つまり言葉の指示する対象が不在の時に発せられねばなら

ない.生命の瞬間を語る言葉は瞬間自体に遅れる.そうして両者の間に生じるずれが瞬間を

捉えきれないものにし,捉ええないものへの沈黙の間をうみだす.ミリアムの｢聖なる時間｣

への控え目な主張はそのことを表わしている.それはホーソンがロマンスを書く出発点にあ

る認識でもある.

ミリアムは常に彼女の生の状況を正しく認識してくれる者を求めている.カピトリーヌ丘

のMarcusAureliusの像に,人が望む真の統治者の姿,苦悩や悲しみにしかるべき判断を下

し,それによって人を救うことができる者の姿を彼女は見ている.また,ミリアムがドナテ

ロとの再会の場所に指定したペルジアの教皇ユリウス三世の像は以下のように描写される.

Hesatinabronzechair,elevatedhighabovethepavement.andseemedtotakekindLy,yet

α混血わねれg c脚l上之α邦Cg〆伽わ岬5Cg抑gⅧ九fcんwαざ.αf抽αf肌0刑g姉♪αぶ血gわゆ柁机5

りgぶ.(〃F.p.313)

｢その瞬間に目の前を通り過ぎてゆく賑やかな場面｣同様,あらゆる｢飛び去りゆく瞬間｣

に｢やさしいが威厳のある認知｣を与えうる存在をミリアムは望んでいる.しかし,彼女に

-34-



小田敦子 丁九β〃α刷g凡祝れにおけるアルカディア的瞬間

とってこれらの像は望まれてはいるがないものの即ち不在の象徴なのだ.天上から見守る神

を信じ｢地上の王はいらない｣(166)と言えるヒルダと違って,ミリアムは天にも地にも見ら

れていないと意識する人間である.最終章ではミリアムがパンテオンのドームの開口部一

"thegreatcentralEye"(459)と作者は呼ぶ-の下でひざまづき祈りを捧げる姿が措かれる.

｢認知｣を与える不在の者を求める姿は,その者の不在から来る沈黙の間に｢飛び去りゆく

瞬間の現実性｣を書こうとするホーソンの姿勢でもある.

瞬間に認知を与える者の存在を信じる代わりに,ホーソンは芸術へと向う.彼の芸術は瞬

間を瞬間そのものとして認識できないという前提条件から出発し,しかしその限界を越えよ

うとする試みの過程である.ホーソンは人間の生き方を宗教にではなく,芸術に結びつけよ

うとした.ミリアム的な想像力はホーソンが考える芸術の想像力でもあるのだ.四人の主人

物がドナテロ以外は皆芸術家一二人の女性は画家,ケニヨンは彫刻家-であることは,この

作品が想像力を通して生を芸術の問題と考えていることを示す.

ドナテロとミリアムが｢結婚の粁より密接な｣エロスの愛を展開するプロットが,人間中

心の想像力を表現するのに対して,ケニヨンが天使の如き乙女ヒルダを家庭の聖者とする約

束を得るというヴィクトリア朝風の愛のプロットは,キリスト教社会の神中心の想像力を表

現する.二つの想像力を並置することで,ホーソンは彼自身のものである前者の是非を,当

時の社会の現実的な意識を反映する後者に試させる.

ヒルダはヴィクトリア朝のそして同時代のアメリカピューリタン社会の理想的な女性像で

ある.画家としての彼女がルネサンス期以降の巨匠の作品を｢天使の目｣(55)で模写する

"copyist,,(57)であると同じく,ヒルダは社会の規範を純粋無垢にまねるのだ.天使に喩え

られ,Virginに献身する姿が描かれ,罪に耐ええない性質が繰り返し指摘されるなど,ヒ

ルダは非常に宗教的な女性にみえる.しかし,ただ罪を忌避するところに真の宗教はありえ

ない.彼女の"pureimagination"(103)には｢生をよく知ることからのみうまれる現実性｣(55)

が欠けていると作者は言う.それが明らかになるのは,ミリアムの犯罪の記憶から逃れたい

とヒステリックに願いながらSt.Petersの中を見て廻るうちに,NewEngland出身でピュ

ーリタンのヒルダが告解をする気になる場面である.彼女はそこに飾られた絵から｢信仰の

奇跡によって｣(353)救われる希望をもち始めるが,作者はそれを｢救いがすぐ近くにあると

いう妄想｣(353)と呼び,以下のように言う.

The unhappy are continually tantalized by similar delusionsofsuccour near at hand;at

least,thedespairisverydarkthathasnosuchWill-0'-the-Wisptoglimmerinit.(MF,

p.353)

ヒルダは不幸ではあるが絶望してはいない.｢地上の王はいらない｣と言いながら告解で救

われる彼女の自己矛盾は｢生の現実｣にふれることのない超絶的な神や天国の観念と｢心理

的な必要｣としての信仰を示している.ヒルダが代表するのは市民道徳となったピューリ

タニズムであり,そのような信仰のあり方にも｢無限の便利｣(355)を提供する機械装置

``engine,,(344)となったカソ1)ックであり,宗教の本当の生命が消えた世界である.

ホーソンは同時代を｢人生に目標や目的を要求するのが鉄則であり,そのために我々は皆

進歩という複雑な計画の一部となってしまう時代｣(239)と批判する.それを言い換えた｢洗
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練され柔弱になった時代｣(239)という評価には,人生によかれと作られた｢組織｣に組みこ

まれることで,人間が本来もつ生命力が衰弱し失われていくという批判がある.ヒルダはま

さにそのような時代の申し子である.それへの批判がホーソンにプラクシテレスの牧神像を

発見させた.そして,ヒルダの救いの希望を｢妄想｣｢鬼火｣とみる｢絶望｣一罪と死とい

う生の現実への根源的な絶望-から生れるミリアム的想像力を創造することになる.

ドナテロの"genuineandpermanenttrait''(270)を大理石像に捉えようとするNewEng-

1and出身のケニヨンは,外面的な立場としては,T九g肋γわJgFα視れを書くホーソンに最も近

い.ホーソンの考える芸術家はヒルダ的な想像力の限界を破って,ミリアム的なものを本質

とするという点でも,ある程度までケニヨンはそれにあてはまる.彼の彫刻にはミリアム的

想像力にふれるものがある.また,修道僧殺害後モンテ･ペニへ戻ったドナテロを訪ねて,

都市の現実からエトルリアの昔アルカディアであった田園に入り,様々な事象からケニヨン

は｢社会の法や束縛に抑制されない｣(233)自然生命の両義性とその生命のはかなさを理解す

る.しかし,ケニヨンがドナテロ像を完成することはない.その像を完成途上におくことで

ドナテロの成長を指摘するにとどまる.ケニヨンはホーソンの意図する芸術への途上を示す

点で重要だが,両者を同一視することはできない.カーニバルの前に,失踪したヒルダを心

配する余り,ケニヨンはミリアムに｢想像力も芸術への愛も消えてしまった｣(427)と語り,

ミリアム的想像力の理解者であることをやめる.ここには,ヒルダの生還によってやがて現

実のものとなるケニヨンの生の喜びと,ミリアムの芸術にかけるそれとの徹底的な対比が暗

示されている.作者はケニヨンに芸術家としての成功を望んではいない.彼はヒルダの側つ

まりはロマンスの世界の外にいる読者の側について,望ましい,芸術を解する読者に方向づ

けをする,先導者的な芸術の受け手にすぎない.第一第二のアルカディア的瞬間から第三の

瞬間への移行期におかれた,修道僧殺害の行為についてのケニヨンとヒルダの解釈と議論は,

ミリアムとドナテロのロマンスを外側から読む読者の立場を代表する.こうして,ホーソン

はロマンス的な想像力を現実的な意識からも認知されないものとして呈示する.

物語はヒルダとケニヨンの結婚の約束というactualなプロットを完結して終る.最終章

は第一章と同じく"Miriam,Hilda,Kenyon,Donatello,▼と題されているが,その場からドナテ

ロの姿は消えている.そしてミリアムもベールかマスクで顔を覆った‥penitent‥(459)とい

う人目を忍ぶ姿で現われる.彼女が沈黙したままヒルダとケニヨンに祝福を与える動作は｢底

の知れない深淵の向う側に立ち,その縁の所から彼らに来るなと警告するかのようであった｣

(461)とホーソンは書く.ハピー･エンディングのプロットを前景におき,ミリアムとドナ

テロのプロットは日常現実に容れられないものの当然の運命として,敗北を示すように立ち

消えにしてしまう.しかし,瞬間が運命に試されわ定される繰り返しの中からその存在を主

張したように,ホーソンの意図は｢ロマンチックな謎｣(455)をひめた彼らの不在と沈黙とに

よって陰画的に,彼らのアルカディア的生命をさlをホするところにある.最終章がヒルダの｢希

望に満ちた魂｣(462)に言及して閉じられる直前には,彼女の結婚祝として贈られたブレスレ

ットが｢ミリアムの想像力のように｣(462)と形谷され,･･misfortunes‥(462)に絶望したとこ

ろから生まれた想像力が言及されている.ホーソンの現実主義者の目が,｢ある｣とはうiい

きれないものの姿を,その不在と沈黙の中に問い続けろところに,Tんe几ねγ抽Fα㍑"はその

｢本当の生命｣を現わす.

-36-



小田敦子 丁九g肋γわJg爪1ルれにおけるアルカディア的瞬間

証

(1)使用テキストはNathanielIiawthorne,TheMarbleFaun(OhioState University Press,

1968).以下引用文中のイタリックスは筆者のもの.

(2)Leo Marx,``Two Kingdoms ofForce,"in TheoriesQf.AmericanI.iterature.eds.Donald M.

KartiganerandMalcolmA.Griffith(NewYork:TheMacmi11anCompany.1972),P.104.

(3)桂田重利,『まなざしのモチーフ』,近代文芸社,1984年,229頁.

(4)NathanielHawthorne,The French andItalian Notebooks(Ohio State University Press,

1980),p.192.

(5)NathanielHawthorne,TheScaYLetl.etEeY(OhioStateUniversityPress,1962).引用文中の

イタリックスは筆者のもの.

(6)RichardChase,TheAmericanNovelandIts Tradition(Baltimore:TheJohnsHopkinsUni-

versityPress,1980),p.19.

(7)Claude M.Simpson,‖Introduction,"in The MarbleI･bun(Ohio State University Press),

p.xxvi.

(8)F.0.Matthiessen.American Renaissance(New York:Oxford University Press.1941),

p.203.

(9)『まなざしのモチーフ』,234頁.

(10 C.M.Simpson,p.XXVii.

(11)三宅卓雄,『どう読むかアメリカ文学』,あぼろん社,1987年,61頁.

(12)NinaBaym,TheScarletl,etEer:AReading(Boston:TwaynePublishers.1986),p.72

The Arcadian Momentin777e Marb/e Faun

Atsuko ODA

Theidea of The%rbLe Fbunis derived from the marble statue Hawthorne sawin a certain

museumin Rome.It was astatueofa faun whiehis theimageofayoungman thoughitistitled

as a Faun.The faunin this gulSe CauSed Hawthorne to recognlZe the animalnature ofman and

think of man's genuinelife,in which man wasin harmony with natur-e.It was a vision oflife

Whichinculuded the amibigulty Oflife and death.Iie associated the Arcadianlife
with this vi,

Sion.When he presents themarble faun as the symbolofthe momentary natureofthe Arcadian

life and of the attempt to eternalizeit,he means that he usesit as the symbolof his romance

Tんβ肋γわJg柏祝乃.

It seems that one can read The Marble Faun as a guidebook of Rome or as an allegory ofthe

Fallof Man.However,SuPerimposlng theidea ofthe marble faun on the whole ofthis romance

tells us thatitis an essay at expressingin the same way as the sculptor'doesin marble what

the genuinelifeis for the mor'tal.Hawthornesque`Lneutralterritory,Whieh reveals the subcon-

SCiousnessin"the flittingmoment‥.is setin the Arcadian scene whose transitorylifeis a11uded

to by means of the metaphor of sculpturlngln marble.In this wor'k Hawthorne renders such

Arcadian moments three times.For the three stagesin sculpturlng the marble are applied toit:

the clay model-the Life,the plaster cast-the Death,the marbleqthe Resurrection.As the mar-

ble statue achieves Resurreetion throughLife and Death.so The MaYbleI･bun represents the

Arcadianlife as the dynamic process of theimagination tr'anSformlng deathintolife.Itis

Hawthornelshumanistimaginationthatmakesitpossibletodefinetheimaginationinthisway.
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